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小
平
方
面
か
ら
道
沿
い
に
流
れ
て
き

た
田
無
用
水
は
、こ
こ
で
左
に
曲
が
り

北
側
の
青
梅
街

道
に
向
い
ま
す
。

直
進
す
る
と
低

地
に
落
ち
て
し

ま
う
の
を
避
け

る
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

1

ラ
ジ
ヲ

暗
渠
ウ
ォ
ーク

あ
ん
き
ょ

ルート制作・監修・滝島俊

西
東
京

の

さ
ん
ぽ

田
無
用
水

今
は
も
う
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

も
と
も
と
川
や
水
路
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

暗
渠
と
い
う
ん
だ
。

実
は
西
東
京
市
は
暗
渠
の
宝
庫
。

今
回
は
青
梅
街
道
に
沿
っ
て
流
れ
て
い
た

田
無
用
水
の
暗
渠
を
歩
い
て
み
た
よ
！

庚
申
塔
は
当
地
29
人
に

よ
り
元
禄
13
年
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、地
蔵
尊

は
享
保
5
年
造
立
で
、

も
と
も
と
都
道
1
3
2

号
と
青
梅
街
道
の
角
に

あ
っ
た
も
の
を
道
路
拡

幅
の
際
に
現
在
地
に
移

動
し
た
も
の
で
す
。

2

田
無
用
水
の
橋
が
複
数
架
け
ら
れ
て

い
た
た
め
橋
場
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
様
で
す
。

こ
こ
で
田
無
用

水
は
、青
梅
街
道

の
北
側
と
南
側

の
2
流
に
分
か

れ
て
町
場
を
流

れ
ま
し
た
。

3

た

な

し

 

よ

う

す

い

こ
の
地
図
を
み
て

実
際
に
歩
い
た
人
は

編
集
部
ま
で

お
便
り
く
だ
さ
い
！

※
メ
ー
ル
は

　
下
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
で

842fm＠842fm.com

送
って
く
れ
た
人
に
は

な
ん
か
あ
げ
る
！

久
米
川
街
道
と
の
交
差
点
に
東
西
に

鎮
座
す
る
馬
頭
観
音
と
地
蔵
菩
薩
。馬

頭
観
音
は
天
保
15

年
造
立
。地
蔵
菩
薩

は
道
標
も
兼
ね
て
い

て
安
永
8
年
の
造

立
。元
は
い
ず
れ
も

青
梅
街
道
の
角
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

4

明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
こ
の

地
に
初
代
の
田

無
小
学
校
が
あ

り
ま
し
た
。現
在

の
地
に
移
転
し

た
の
は
大
正
14

年
4
月
の
事
で

し
た
。

5

明
治
4
年（
1
8
7
9
）に
新
し
く
作

ら
れ
た
田
柄
用
水
は
、こ
こ
か
ら
分
水

さ
れ
、保
谷
〜
練
馬

の
村
を
潤
し
ま
し

た
。分
水
直
後
に
は
、

下
田
太
郎
衛
門（
屋

号
や
ま
じ
ょ
う
）に

よ
り
水
車
も
架
け
ら

れ
ま
し
た
。

6

（元禄13＝1844/安永8＝1779）

谷
戸
に
あ
っ
た
西
光
寺
が
現
在
地
に
移

築
さ
れ
、近
隣
の
密
蔵
院
、観
音
寺
と

共
に
、明
治
8
年
に

合
併
し
、総
持
寺
と

し
て
現
在
に
至
っ
て

ま
す
。幕
末
に
は
渋

沢
成
一
郎（
喜
作
）率

い
る
振
武
軍
の
本
営

が
置
か
れ
ま
し
た
。 

  

7

西
光
寺（
現
総
持
寺
）隣
に
あ
っ
た
密
蔵

院
に
明
治
6
年
に
田
無
最
初
の
学
校

「
真
誠
学
舎
」が
開
校
し
ま
し
た
。そ
の

後「
田
無
学
校
」を
経
て

観
音
寺
に
田
無
小
学
校

が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

密
蔵
院
跡
地
に
は
昭
和

7
年
旧
田
無
町
役
場
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

  

8

暗
渠
タ
イ
ル
張
り
に
整
備
さ
れ
た『
や

す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
』は
こ
こ
ま
で
で
す

が
、
以
前
は

そ
の
先
の
現

在
の
コ
ー
ル

田
無
、
田
無

神
社
参
道
脇

を
流
れ
て
い

ま
し
た
。 

  

9

（明治8＝1875）

（明治6＝1873）

現
在
の
龍
神
池
の
脇
に
あ
り
、参
道
に

架
か
る
石
橋
は
田
無
用
水
に
架
か
る

神
橋
で
、結
界
と

な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。東
側
に
向

う
小
路
が
流
路

跡
で
す
。そ
の
先

は
流
路
跡
が
消

滅
し
て
い
ま
す
。 

  

10

柳
沢
宿
の
旅
籠
で
あ
っ
た
田
丸
屋
に

は
、裏
手
に
庭
園
が
あ
り
、田
無
神
社
か

ら
流
れ
て
き
た
田
無
用
水
が
、段
差
を

落
ち
る
時
に
滝
と
し
て
池

に
流
れ
落
ち
て
い
た
そ
う

で
す
。後
に
早
川
歯
科
医
院

と
な
り
、現
在
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
出
来
て
そ
の
姿
を
観

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

11

柳
沢
地
区
に
あ
る
津
島
神
社（
津
嶋
神

社
）は
田
無
用
水
沿
い
に
あ
り
、明
治

期
に
田
無
神
社
に
合

祀
さ
れ
ま
し
た
が
、

鳥
居
と
石
灯
籠
等
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
7
月
の
例
大

祭
に
は
神
輿
が
担
が

れ
て
い
ま
す
。 

  

12

田
無
用
水
北
流
は
線
路
の
築
堤
を
く

ぐ
り
、す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
て
い
た
石
神

井
川
に
落
と
さ
れ

ま
し
た
。現
在
は
河

川
改
修
と
調
整
池

整
備
の
た
め
石
神

井
川
の
流
路
が
南

側
に
付
け
替
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

  

13

特
に
こ
の
区
間
か

ら
佐
々
病
院
に
か

け
て
は
、植
物
や
昆

虫
な
ど
の
タ
イ
ル

ア
ー
ト
や
ア
ー
ト

マ
ン
ホ
ー
ル（
デ
ザ

イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
）が
数
多
く
見

ら
れ
ま
す
。 

14

田
無
駅
北
口
再
開
発
に
よ
り
、ア
ス
タ

ビ
ル
北
側
に
広
い
道
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
歩
道
部
分
が
田
無
用
水
の
暗
渠

で
す
。 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

15

文
化
5
年（
1
8
0
8
）。こ
の
場
所
に

半
兵
衛（
富
永
）が
水
車
を
作
り
、本
格

的
な
水
車
稼
業（
精

白
・
製
粉
）を
営
み

始
め
ま
す
。水
車
は

半
地
下
式
の
穴
水

車
と
呼
ば
れ
水
車
直

径
は
6
m
近
く
も
あ

り
ま
し
た
。 

  

16

名
主
下
田
半
兵
衛
富
永
が
、天
保
9
年

に
自
分
の
庭
に
建
て
た
5
0
0
石
入
り

の
倉
で
、干
支
に
因
ん
で
12
に
区
切
っ
た

建
物
で
し
た
。飢
饉
に
備
え

て
毎
年
貯
蓄
す
る
稗
倉
で
、

稗
倉
が
一
杯
に
な
っ
た
後
は
、

干
支
の
年
に
干
支
の
稗
倉
の

古
穀
を
、貧
困
者
や
罹
災
者

に
分
配
し
ま
し
た
。

17

政
情
が
極
め
て
不
安
定
だ
っ
た
江
戸
末

期
で
あ
る
安
政
の
時
期
に
、私
財
を
投

じ
て
村
民
の
救
済
に
あ

た
っ
た
下
田
半
兵
衛
富

宅（
と
み
い
え
）の
善
政

を
子
孫
に
伝
え
る
た
め

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

市
の
指
定
文
化
財
第
七

号
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

18

こ
の
地
点
で
遊
歩
道
と
し
て
の
ふ
れ
あ

い
の
こ
み
ち
は
終
わ
り
ま
す
が
、元
々

の
田
無
用
水
は
、

線
路
を
越
え
た
石

神
井
川
ま
で
流
れ

て
い
ま
し
た
。ま

た
、一
部
は
川
沿
い

の
水
田
に
注
が
れ

て
い
ま
し
た
。

19

田
無
用
水
南
流
の
流
末
は
、現
在
の
文

化
橋
の
た
も
と
の
石
神
井
川
に
落
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。水
田
に
よ
る
稲
作
が

試
み
ら
れ
る
頃

に
な
る
と
、流
末

か
ら
分
水
し
、水

田
に
流
れ
る
分

水
路
が
い
く
つ
も

出
来
ま
し
た
。 

  

  
20

距離にして
約7.5キロ。

だいたい4時間の
コースだよ!

（天保9＝1838）

都
道
1
3
2
号
線
か
ら

青
梅
街
道
に
向
う
ク
ラ
ン
ク
部

青
面
金
剛
庚
申
塔
、

地
蔵
菩
薩

橋
場
の
分
流
地

久
米
川
街
道
の

馬
頭
観
世
音
と
地
蔵
菩
薩

観
音
寺

（
田
無
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
）

田
柄
用
水
分
水
地

総
持
寺

密
蔵
院
跡
地
、

旧
田
無
庁
舎
跡
地

『
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
』

下
流
端
　

田
無
神
社
神
橋

元
田
丸
屋
裏
庭

（
滝
が
あ
っ
た
場
所
）

津
島
神
社

下
田
家
水
車
小
屋
跡
地

稗
倉（
ひ
え
ぐ
ら
）

『
ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち
』

下
流
端

石
神
井
川
へ
の
落
水
地

（
文
化
橋
）　

養
老
田
碑

白子川（本流）

西
武
新
宿
線
築
堤
部
の
ト
ン
ネ
ル
と
、

旧
石
神
井
川
流
路
へ
の
落
水
地

タ
イ
ル
ア
ー
ト
や

ア
ー
ト
マ
ン
ホ
ー
ル

 

歩
道
と
な
っ
て
い
る

『
ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち
』

よ
う
ろ
う
で
ん  

ひ

田無駅田無駅
西武新宿線

所沢街道
青梅街道

東京街道

都道1
23号

線

青梅街道

青梅街道 青梅街道

田無町七丁目

田無町五丁目

田無町三丁目

田無町六丁目

田無町四丁目

芝久保町二丁目

南町三丁目
南町六丁目 南町四丁目

南町五丁目

向台町四丁目

向台町六丁目
向台町五丁目

向台町二丁目

向台町一丁目

南町二丁目

南町一丁目

保谷町四丁目
田無町一丁目

向台町三丁目

田無小学校

田無第一中学校

田無特別支援学校

向台小学校

上向台小学校狭山・境緑道 田無高校
田無第四中学校

柳沢小学校

田無工業高校

武蔵野大学

山田病院

西東京市役所田無庁舎

向台公園

向台運動場

田無市民公園

柳沢第一児童公園

第四児童公園

西東京中央総合病院

芝久保運動場

武蔵野大学中・高校

スタート
1

2 3

4

5

6

7
8

9

10

11

　

田
無
用
水
は
玉
川

上
水
の
喜
平
橋
付
近

か
ら
分
水
さ
れ
、
お

よ
そ
4
・
5
㎞
の
水

路
を
経
て
田
無
の
橋

場
に
至
り
、
二
手
に

分
か
れ
て
町
場
を
流
れ
た
の
ち
宿
の
は
ず

れ
で
石
神
井
川
に
落
と
さ
れ
た
約
6
㎞
の

用
水
路
で
し
た
。
水
に
は
年
間
1
両
の
水

代
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
飲
用
水

及
び
、
後
に
水
田
用
水
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
田
無
の
住
民
は
こ
の
用
水
を
飲
用

長
ら
く
大
切
に
護
っ
て
き
ま
し
た
。

　

役
目
を
終
え
た
今
暗
渠
と
な
っ
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち
」
は
田
無
用
南
流
の

水
路
跡
で
、
名
主
下
田
半
兵
衛
の
水
車
を

回
し
、
水
田
を
潤
し
た
の
ち
石
神
井
川
に

落
と
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
「
富
士
見
川
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
や
す
ら
ぎ
の
こ
み
ち
」
は
田
無
用
水
北

流
の
水
路
跡
で
、
総
持
寺
の
前
を
流
れ
田

無
神
社
を
横
切
り
、
田
丸
屋
裏
手
の
池
に

滝
と
な
っ
て
落
ち
、
そ
の
後
石
神
井
川
に

落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
4
年
（
1
8
7
9
）
に
田
無
町
3

丁
目
10
番
で
田
柄
用
水
を
分
水
し
た
の
ち

は
、
主
な
流
れ
は
練
馬
区
の
田
柄
川
に
接

続
す
る
田
柄
用
水
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
た
め
「
田
柄
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

田
無
用
水

田無神社

ASTA

総持寺

田無警察

コール
田無

田無町二丁目

佐々総合病院

柳沢児童広場

12
13

14

15

16

17 18

19

20

やすら
ぎのこ

みち

ふれあいのこみち

g

d

駅から少し
遠いから
15番から

1番に向かって
歩いて

駅に戻るのも良いよ！

簡易ベンチ

昭和レトロなホーロー看板

こ
れ
ベ
ン
チ
な
の
！？

ケヤキは市指定
文化財第33号
に指定されてるよ！

ここを
スタートに
しても良いね！

c 

h

e
b

f

石神井川
町
中
を
流
れ
る
田
無
用
水

昭
和
35
年
頃

総
持
寺
の
大
け
や
き

元
忍
者
幼
稚
園
の

チ
ン
チ
ン
電
車

元
忍
者
幼
稚
園
の

桃
太
郎

平
和
観
音

⑬
に
つ
い
た
ら

⑳
に
向
か
い
ま
す

ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち

流
末
の
階
段

北
流
流
末
の

ト
ン
ネ
ル

龍神池

忍者教育を
取り入れた
幼稚園でした！

Nishitokyo-ankyo-MAP-03

迂回路

迂回路

迂回路

水
は
低
い
と
こ
ろ
に

流
れ
る
ん
だ
ね
〜

ゴール

①～②：約515ｍ（約9分；見学含まず）
②～⑬：約1850ｍ（約34分；休憩・見学含まず）
③～⑳：約1300ｍ（約24分；休憩・見学含まず）

①～②：約515ｍ（約9分；見学含まず）
②～⑬：約1850ｍ（約34分；休憩・見学含まず）
③～⑳：約1300ｍ（約24分；休憩・見学含まず）

a

ル
ー
ト
に
は
個
人
宅
も
あ
る
の
で
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い


